
第４回 再 評 価 実 施 事 業 概 要 一 覧 表（土木部）
※再評価実施理由

①事業採択後５年間経過した時点で未着工

②事業採択後１０年間を経過した時点で継続中

③事業採択前の準備・計画段階で５年間を経過したもの

④再評価実施後５年間を経過した時点で未着工または継続中

⑤事業を取り巻く社会経済情勢の変化により再評価が必要

頁
番
号

計画概要
採択年度
(経過年)

全体事業費
(既投資額)
　　　百万円

※
再評価の概要

(事業実施方針の決定理由)

事業実
施方針

(案)

H2 33,000
(19) (15,476)

胎内市 進捗率(事業費) 47%

H12 4,465
(10) (2,612)

佐渡市 進捗率(事業費) 48%

S45 25,200
(39) (22,095)

加茂市・田上町 進捗率(事業費) 88%

H2 11,745
(19) (7,318)

三条市 進捗率(事業費) 62%

S40 17,447
(44) (17,067)

長岡市 進捗率(事業費) 98%

S54 24,500
(30) (10,419)

長岡市 進捗率(事業費) 43%

H5 17,000
(16) (3,295)

上越市 進捗率(事業費) 19%

H7 1,220
(14) (431)

上越市 進捗率(事業費) 35%

④

過去の大災害に見舞われた経緯か
ら、地元の治水対策を望む声が強い。
また、胎内市への安定した水道用水
の補給、水力発電の必要性は依然と
して高い。
治水対策における費用対効果、代替
案比較においてもダムによる対策が
最も妥当である。

継続

奥胎内ダム

進捗状況
　　　事　業　名
　　　　　工　区　名
　　　　　　　市 町 村 名

48

  河川総合開発事業 ダム高
　82.0ｍ
堤頂長
　198.9ｍ
堤体積
　260,000m3
総貯水容量
　1,000万m3

現県道のバイパスとして整備すること
で渋滞の緩和と安全な通行が確保さ
れる。残事業区間でも整備効果が確
認できることから継続としたい。 継続

  街路事業 L=3310m
W=18m
橋りょう３ ②

窪田沢根線

④

布施谷川

改修計画延長
　5,850m
計画流量
　1,100m3/s

  広域河川改修事業

加茂川

  広域河川改修事業 改修計画延長
　5,280m
計画流量
　30m3/s

平成2年から河川改修を進め、平成19
年度にネックとなっていた鉄道橋の改
築が完了したが、上流の流下断面は
未だ不十分で、平成17年水害をはじ
め浸水被害が頻発している。上流域
は、三条市の市街地を流下しているこ
とから、事業の必要性は依然として高
く、継続としたい。

継続

昭和45年から河川改修を進め、全川
自己流堤防は概成したが、平成16年
水害にともなう信濃川本川の直轄復
緊事業が進捗した結果、背水の影響
を大きく受ける状況となっており、流下
断面は未だ不十分である。流域は、田
上町や加茂市の市街地を流下してい
ることから、事業の必要性は依然とし
て高く、継続としたい。

昭和54年から河川改修を進め、平成
13年度に治水安全度1/10の暫定改
修が概成したが、流下断面は未だ不
十分で、平成17年水害をはじめ近年
も浸水被害が発生している。流域は、
長岡市の市街地を流下していることか
ら、事業の必要性は依然として高く、
継続としたい。

継続

昭和40年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、平成
16年水害では甚大な浸水被害が発生
している。流域は、長岡市の市街地を
流下していることから、事業の必要性
は依然として高く、継続としたい。

継続

継続

⑤

渋海川

猿橋川

  広域河川改修事業 改修計画延長
　11,200m
計画流量
　1,200m3/s

平成5年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、平成7
年水害では甚大な浸水被害が発生し
ている。流域は、上越市において高規
格道路の整備が進み土地利用開発
が進む地区を流下していることから、
事業の必要性は依然として高く、継続
としたい。

継続

戸野目川

  広域河川改修事業 改修計画延長
　920m
計画流量
　35m3/s ④

平成7年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、現況
の治水安全度は1/2程度と低い。流
域は上越市において住宅団地造成が
進む地区を流下していることから、事
業の必要性は依然として高く、継続と
したい。

継続

柿野川

52

53

54

55

56

⑤

  広域河川改修事業 改修計画延長
　10,330m
計画流量
　165m3/s

⑤

  広域河川改修事業

⑤

改修計画延長
　15,800m
計画流量
　140～120m3/s

58

57

一覧表 1



第４回 再 評 価 実 施 事 業 概 要 一 覧 表（土木部）
※再評価実施理由

①事業採択後５年間経過した時点で未着工

②事業採択後１０年間を経過した時点で継続中

③事業採択前の準備・計画段階で５年間を経過したもの

④再評価実施後５年間を経過した時点で未着工または継続中

⑤事業を取り巻く社会経済情勢の変化により再評価が必要

頁
番
号

計画概要
採択年度
(経過年)

全体事業費
(既投資額)
　　　百万円

※
再評価の概要

(事業実施方針の決定理由)

事業実
施方針

(案)

進捗状況
　　　事　業　名
　　　　　工　区　名
　　　　　　　市 町 村 名

S48 5,000
(36) (3,310)

五泉市 進捗率(事業費) 66%

S49 14,850
(35) (7,746)

村上市 進捗率(事業費) 52%

S42 14,567
(42) (8,232)

新発田市 進捗率(事業費) 57%

S25 19,070
(59) (15,033)

柏崎市 進捗率(事業費) 79%

S30 15,015
(54) (8,194)

上越市 進捗率(事業費) 55%

H2 4,920
(19) (3,960)

村上市・胎内市 進捗率(事業費) 81%

昭和48年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、平成
17年水害では甚大な浸水被害が発生
している。流域は、五泉市（旧村松町）
の市街地を流下し天井川の様相を呈
していることから、事業の必要性は依
然として高く、継続としたい。

継続

滝谷川

広域河川改修事業 改修計画延長
　12,423m
計画流量
　340m3/s

⑤

昭和49年から河川改修を進め、平成
21年度にネックとになっていた支川百
川の鉄道橋･国道橋の改築が完了す
る予定だが、上流の流下断面は未だ
不十分で、平成9年水害をはじめ近年
も甚大な浸水被害が発生している。流
域は、村上市（旧神林村）の市街地を
流下していることから、事業の必要性
は依然として高く、継続としたい。

継続

石川

広域河川改修事業 改修計画延長
　14,475m
計画流量
　530m3/s

⑤

昭和42年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、平成9
年水害をはじめ近年も甚大な浸水被
害が発生している。流域は、新発田市
において日本海東北自動車道の整備
が進みほ場整備等により資産が大き
くなっている地区を流下していることか
ら、事業の必要性は依然として高く、
継続としたい。

継続

落堀川

広域河川改修事業 改修計画延長
　15,620m
計画流量
　510m3/s

⑤

昭和25年から河川改修を進め、これ
までに下流の柏崎市街地部の改修を
完了したが、上流の流下断面は未だ
不十分で、平成17年水害では甚大な
浸水被害が発生している。流域は、柏
崎市の市街地を流下していることか
ら、事業の必要性は依然として高く、
継続としたい。

継続

鵜川

広域河川改修事業 改修計画延長
　13,700m
計画流量
　620m3/s

⑤

昭和30年から河川改修を進め、これ
まで下流の市街地部の改修を実施し
てきたが、流下断面は未だ不十分で、
平成17年水害をはじめ近年も浸水被
害が発生している。流域は、上越市
（旧柿崎町）の市街地を流下している
ことから、事業の必要性は依然として
高く、継続としたい。

継続

柿崎川

総合流域防災事業 改修計画延長
　10,177m
計画流量
　120～30m3/s

④

平成2年から河川改修を進めてきた
が、流下断面は未だ不十分で、平成9
年水害をはじめ近年も甚大な浸水被
害が発生している。流域は、村上市や
胎内市において日本海東北自動車道
の整備による開発が進み資産が大き
くなっている地区を流下していることか
ら、事業の必要性は依然として高く、
継続としたい。

継続

乙大日川

59

広域河川改修事業 改修計画延長
　3,000m
計画流量
　90m3/s

⑤

64

60

61

62

63

一覧表 2



第４回 再 評 価 実 施 事 業 概 要 一 覧 表（交通政策局）
※再評価実施理由

①事業採択後５年間経過した時点で未着工

②事業採択後１０年間を経過した時点で継続中、または、予定事業期間が５年以内のものにあっては５年間経過して継続中

③再評価実施後５年間を経過した時点で未着工または継続中

④事業を取り巻く社会経済情勢の変化により再評価が必要

頁
番
号

計画概要
採択年度
(経過年)

全体事業費
(既投資額)
　　　百万円

※
再評価の概要

(事業実施方針の決定理由)

事業
実施
方針
(案)

H17 3,861
(5) (3,030)

上越市

H1 2,999
(21) (2,789)

新潟市

H11 1,250
(11) (893)

長岡市

進捗状況
　　　事　業　名
　　　　　工　区　名
　　　　　　　市 町 村 名

65

港湾改修事業
岸壁（-10m・改良・耐震）
L=170m
泊地（-10m）A=78,000m2
泊地(-10m)
防波堤撤去 L=250m
航路　A=133,000m2

進捗率(事業費) 78% ②

　事業実施により貨物量及び寄
港船舶の増加が見込まれること
や物流コストの縮減が図られるこ
とから、今後も泊地及び航路の
整備を行い安全な船舶運行を図
る必要があるため。

継続
直江津港　東ふ頭地区

　事業実施により港湾環境の改
善と共に信濃川左岸地区の更な
る賑わいの創出が期待できるた
め。 継続

新潟港　信濃川左岸地区
66

港湾環境整備事業

緑地 A=2.1ha
遊歩道 L=1,335m
護岸 L=438m

③進捗率(事業費) 93%

67

港湾改修事業

防砂堤 L=205m ④

　事業実施により港内部に流入
する漂砂の防止効果があること
から、今後も防砂堤整備により貨
物船、旅客船の安定的な運行を
図る必要があるため。

継続
寺泊港　寺泊地区

進捗率(事業費) 71%

一覧表 1



第４回 再 評 価 実 施 事 業 概 要 一 覧 表（市町村）
※再評価実施理由

①事業採択後５年間経過した時点で未着工

②事業採択後１０年間を経過した時点で継続中

③事業採択前の準備・計画段階で５年間を経過したもの

④再評価実施後５年間を経過した時点で未着工または継続中

⑤事業を取り巻く社会経済情勢の変化により再評価が必要

頁
番
号

計画概要
採択年度
(経過年)

全体事業費
(既投資額)
　　　百万円

※
再評価の概要

(事業実施方針の決定理由)

事業実
施方針

(案)

H2 16,000
(19) (12,400)

長岡市 進捗率(事業費) 78%

H元 68,039
(20) (50,844)

佐渡市 進捗率(事業費) 75%

H18 492
(3) (151)

佐渡市 進捗率(事業費) 31%

H21 151
() 0

佐渡市 進捗率(事業費) 0%

S57 79,385
(27) (55,018)

南魚沼市 進捗率(事業費) 69% ⑤

事業は順調に進捗しており、地
元の理解も得られていることか
ら、今後も整備を行う。 継続

六日町処理区
72

公共下水道事業 管渠延長
L=55.7km
計画人口36,900人

⑤

地元の理解も得られていること
から、今後も整備を行う。

継続
荒町川排水区(その4),他24排水区

71

公共下水道事業 管渠延長
L=3.3km
排水区域面積
A=24.1ha

⑤

事業は順調に進捗しており、地
元の理解も得られていることか
ら、今後も整備を行う。 継続

大道川左岸第一排水区
70

公共下水道事業 管渠延長
L=0.9km
排水区域面積
A=10.7ha

④

事業は順調に進捗しており、地
元の理解も得られていることか
ら、今後も整備を行う。 継続

国府川処理区
69

公共下水道事業 管渠延長
L=47.8km
計画人口29,090人

④

事業は順調に進捗しており、地
元の理解も得られていることか
ら、今後も整備を行う。 継続

中之島処理区

進捗状況
　　　事　業　名
　　　　　工　区　名
　　　　　　　市 町 村 名

68

公共下水道事業 管渠延長
L=22.5km
計画人口13,500人

一覧表 1


